
①
今
後
、
益
々
高
齢
化
が

進
む
社
会
情
勢
の
な
か
で
、

生
活
用
道
路
の
計
画
的
な

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
是
非

と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
安
全
で
あ
る
べ
き

子
供
た
ち
の
通
学
路
、
安

全
で
あ
る
べ
き
歩
道
に
対

し
て
、
新
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
点

の
整
備
か
ら
線
の
整
備
、

そ
し
て
面
の
整
備
へ
と
拡

大
し
、
車
優
先
の
道
路
形

態
か
ら
全
て
の
歩
行
者
を

優
先
す
る
構
造
へ
と
見
直

す
た
め
の
基
礎
調
査
に
要

す
る
予
算
計
上
の
検
討
を

願
い
ま
し
た
。

【
理
由
】
写
真

は
、

美
し

ケ
丘
自
治
会
内
で
す
が
、
歩

道
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

車
道
・
歩
道
と
も
に
勾
配
が

急
な
た
め
、
歩
道
を
走
る
小

さ
な
子
供
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

楽
し
む
人
と
車
が
出
合
頭
で

事
故
を
起
こ
す
危
険
が
あ
る

場
所
も
あ
り
ま
す
。

②
国
道
１
６
８
号
拡
幅
工

事
に
伴
っ
て
、
東
西
に
分

断
さ
れ
る
生
活
用
道
路
の

安
全
対
策
確
保
の
一
つ
と

し
て
、
信
号
機
の
設
置
が

望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
交

差
点
へ
の
町
道
改
良
工
事

と
用
地
取
得
に
必
要
な
予

算
の
計
上
を
お
願
い
ま
し

た
。

③
段
差
が
あ
り
退
避
場
所

の
無
い
奈
良
交
通
畠
田
バ

ス
停
（
南
行
き
）
の
早
期

改
良
の
た
め
、
奈
良
県
に

対
し
て
国
道
１
６
８
号
整

備
に
先
行
し
て
対
象
家
屋

の
補
償
を
実
施
す
る
よ
う

積
極
的
な
要
望
を
行
う
よ

う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

④
町
民
の
健
康
増
進
の
た

め
、
車
両
が
通
行
し
な
い

町
道
を
散
歩
道
と
し
て
整

備
す
る
計
画
の
策
定
と
計

画
的
な
事
業
実
施
に
向
け

た
予
算
の
確
保
を
願
い
ま

し
た
。

⑤
平
成
二
三
年
の
六
五
歳

以
上
の
交
通
事
故
率
は
約

二
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
く
、

今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
る

た
め
、
高
齢
者
交
通
事
故

防
止
対
策
と
し
て
、
運
転

免
許
自
主
返
納
支
援
制
度

に
よ
る
運
転
経
歴
証
明
書

の
積
極
的
な
活
用
と
、
民

間
事
業
者
と
の
連
携
を
早

急
に
検
討
い
た
だ
き
、
現

行
の
バ
ス
無
料
運
賃
制
度

を
改
正
し
て
、
高
齢
者
福

祉
に
広
く
貢
献
で
き
る
制

度
の
検
討
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

【
裏
面
に
制
度
の
概
要
】

①
雨
水
浸
水
対
策
の
区
域

拡
大
を
行
う
た
め
、
公
共

下
水
道
事
業
の
事
業
認
可

変
更
を
行
う
と
と
も
に
、

雨
水
幹
線
整
備
に
向
け
た

必
要
な
予
算
額
の
計
上
の

検
討
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

②
東
海
・
東
南
海
・
南
海

連
動
地
震
が
発
生
し
た
時
、

想
定
外
は
無
い
こ
と
を
肝

に
銘
じ
、
起
き
得
る
あ
ら

ゆ
る
事
象
【
例
え
ば
、
密

集
市
街
地
の
火
災
、
山
火

事
か
ら
家
屋
へ
の
延
焼
、

倒
木
に
よ
る
被
害
発
生
、

た
め
池
の
崩
壊
、
高
圧
鉄

塔
や
電
柱
の
倒
壊
、
旧
建

築
基
準
法
に
よ
り
建
築
さ

れ
た
木
造
家
屋
の
倒
壊
予

測
、
山
林
の
保
水
力
向
上

対
策
な
ど
】
の
対
策
検
討

を
行
う
た
め
に
必
要
な
予

算
額
の
計
上
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

③
大
地
震
が
発
生
し
て
、

地
形
の
変
化
が
生
じ
た
と

き
に
は
、
官
民
境
界
の
復

元
作
業
も
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
課
税
上
の
公

平
性
か
ら
も
新
ら
し
い
基

準
【
世
界
測
地
系
】
で
の

地
籍
調
査
を
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
予
算
の
検
討

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

【
王
寺
町
で
は
、
一
部
の

地
域
し
か
世
界
基
準
の
測

量
方
法
に
よ
る
地
籍
調
査
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安
全
・
安

心
な

防

災

対

策

平
成
二
五
年
十
月
二
五
日
、
過
去
の
一
般
質
問
な
ど
を
踏
ま

え
平
成
二
六
年
度
の
予
算
要
望
書
を
平
井
町
長
に
提
出



は
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
】

④
中
央
公
民
館
建
替
え
事
業

で
は
、
防
災
機
能
を
併
設
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
と

す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
Ｆ
Ｍ
局
サ
テ

ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
は
、
リ
ー

ベ
ル
東
館
の
地
下
１
階
に
在

り
、
浸
水
の
危
険
度
が
非
常

に
高
い
場
所
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
広
域
で
の
防
災
機
能

向
上
対
策
と
し
て
立
替
を
行

う
中
央
公
民
館
へ
の
移
転
も

一
案
だ
と
考
え
、
検
討
に
加

え
て
頂
き
ま
す
よ
う
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

⑤
大
規
模
地
震
時
に
、
自
力

で
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

の
命
を
守
る
対
策
と
し
て
、

レ
ス
キ
ュ
ー
ル
ー
ム
或
は
レ

ス
キ
ュ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
に
対

す
る
補
助
制
度
の
創
設
検
討

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

【
介
護
度
の
高
い
方
は
、
大

規
模
地
震
時
に
危
険
度
の
高

い
１
階
で
暮
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
図
の
よ
う
に
自
宅
で
介

護
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
の

ベ
ッ
ド
部
分
や
子
供
部
屋
の

一
部
改
造
を
対
象
と
す
る
な

ど
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
】

①
今
年
度
に
久
度
大
橋
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
工
事
が
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
工
事
完
了
後

に
王
寺
町
の
顔
と
も
云
う
べ

き
駅
前
通
路
に
、
た
ば
こ
の

吸
い
殻
な
ど
が
散
乱
し
て
い

た
の
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
健
康
増
進
法
第
二
五
条

で
は
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す

べ
き
施
設
と
し
て
「
鉄
軌
道

駅
」
、
「
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
」

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
久

度
大
橋
は
こ
れ
ら
を
繋
ぐ
橋

で
あ
り
、
全
て
の
歩
行
者
の

安
全
面
か
ら
も
、
JR
王
寺
駅

の
北
側
と
南
側
に
完
全
分
煙

を
行
う
た
め
の
喫
煙
室
設
置

を
検
討
す
る
た
め
に
必
要
な

予
算
額
の
計
上
と
受
動
喫
煙

防
止
条
例
の
制
定
検
討
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

②
王
寺
駅
南
駐
車
場
の
利
便

性
向
上
対
策
、
中
心
市
街
地

活
性
化
対
策
と
し
て
、
王
寺

駅
か
ら
雨
に
濡
れ
ず
に
南
駐

車
場
に
行
け
る
通
路
の
確
保

を
検
討
す
る
予
算
の
計
上
を

願
い
ま
し
た
。
【
南
駐
車
場

は
、
利
用
率
が
低
く
空
き
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
】

③
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
の
北
側
駅
前

広
場
と
南
側
駅
前
広
場
は
、

新
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ

い
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

公
共
交
通
で
あ
る
バ
ス
乗
降

客
の
歩
行
動
線
で
は
、
非
常

に
危
険
な
場
所
が
南
北
広
場

と
も
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
安
全
対
策
を
実
施
す
る

よ
う
願
い
ま
し
た
。
【
南
広

場
で
は
、
バ
ス
の
陰
か
ら
利

用
者
が
横
断
歩
道
に
飛
び
出

る
場
所
が
あ
り
、
北
広
場
で

は
、
ぺ
テ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用

せ
ず
に
利
用
者
が
近
道
を
す

る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
】

④
暮
ら
し
満
足
度
県
内
１
位

を
目
指
す
た
め
に
も
、
少
子

化
対
策
の
子
育
て
支
援
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

定
の
所
得
要
件
に
お
い
て
、

２
人
目
、
３
人
目
以
降
の
未

就
学
児
童
へ
の
王
寺
町
独
自

の
保
育
料
減
免
対
策
の
検
討

を
願
い
ま
し
た
。

⑤
小
さ
な
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
知
識
の
循
環
が
出

来
る
環
境
を
学
校
教
育
の
場
、

社
会
教
育
の
場
で
創
出
す
る

た
め
に
も
、
或
い
は
社
会
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る

た
め
に
も
、
現
行
の
留
学
生

奨
学
金
制
度
に
加
え
て
、
対

象
と
な
る
学
生
に
Ｃ
Ｉ
Ｒ

（
国
際
交
流
員
）
と
し
て
、

有
償
に
て
町
内
各
所
で
活
躍

で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研

究
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

【
縁
あ
っ
て
、
王
寺
町
で
勉

学
に
励
む
学
生
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
英
語
教
育
の
場

で
更
に
貢
献
し
て
頂
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。
】

以
上
、
十
五
の
項
目
で
す

が
、
要
望
書
本
文
と
記
事
は

一
部
異
な
り
ま
す
。
。
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お

知

ら

せ

７
月
よ
り
、
議
会
改
革

の
一
環
と
し
て
、
議
会

会
議
録
（
本
会
議
録
、

委
員
会
録
）
が
王
寺
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
閲

覧
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

住
み
続
け
た
い

ま

ち

づ

く

り

高 い 高 齢 者 の 交 通 事 故 率

平成23年では事故全体の約23％が6 5歳以上

25.11.7 pm1時頃の3Fの様子


